
評価点：十分に達成できた=4、概ね達成できた=3、あまり達成できなかった=2、達成できなかった=1

平均 4 3 2 1

1
ホームページや各種通信等により、適宜、保護者・地域への情報
提供を行う。

3.2 25.0% 70.8% 4.2% 0.0%

2
学校説明会やオープンスクール等を実施し、学校の取組等につ
いて必要な情報提供を行う。

3.4 37.5% 62.5% 0.0% 0.0%

3
設置趣旨を踏まえ、学校の教育活動等について、県内のみなら
ず他府県等にも、広く情報提供を行う。

3.1 18.8% 75.0% 4.2% 2.1%

4
学校評議員会を定期的に実施し、意見聴取等を通じて学校運営
の改善に活用する。

3.0 12.8% 78.7% 6.4% 2.1%

5
学校評議員の学校行事等への参加を通じ、教育活動等の改善を
図る。

3.0 12.8% 76.6% 8.5% 2.1%

6 学年会や各委員会等を適切に実施し、職員の共通理解を図る。 3.4 37.0% 63.0% 0.0% 0.0%

7
校務運営委員会や職員会議等を通じ、学年・委員会等の意見調
整を行い、円滑な校務運営を推進する。

3.3 30.4% 67.4% 2.2% 0.0%

業務のICT化・
効率化

8 グループウェア等、ＩＣＴを活用し、各種業務の効率化を図る。 3.2 27.1% 60.4% 12.5% 0.0%

超過勤務の縮
減

9
教職員定時退勤日（ノー残業デー）、「ノー部活デー」、「ノー会議
デー」の設定等により、教職員の超過勤務の縮減を図る。

2.8 16.7% 52.1% 25.0% 6.3%

10
社会的ルールやマナーについての教育を徹底し、社会的自立を
図る。

3.0 19.1% 63.8% 17.0% 0.0%

11 生徒の卒業後の生活を見据えた生徒指導を行う。 3.2 25.5% 68.1% 6.4% 0.0%

12 生徒の卒業後を見据えた進路指導計画を作成する。 3.1 20.8% 70.8% 8.3% 0.0%

13 企業及び関係機関等との連携を密にした進路指導を行う。 3.2 25.0% 72.9% 2.1% 0.0%

・グループウェアで、一部の教室が予約できないときが
あり、原因を調べないといけない。
・今後グループウェアを活用する機会が出てくる。

・残業をしている教員がいつも同じ。
・書類作成が多い。もっと減らして二度手間にならない
ようにしてほしい。
・週の中頃がノー残業デーなので、結局は残業する方
が多い。
・行事などが多いため、仕事が多い。
・超過勤務時間については、減ったとは感じていない教
員もいる。

・業務の適切な割振りをする。
・書類等の一本化を検討する。
・どの段階でどの書類を作るかを明確にする。
・ノー残業デーを月曜日や火曜日にしてはどうか。
・行事の精選をする。

改善策 学校関係者評価委員意見

・アルバイトや実習を通して実体験に基づく指導

・道徳教育に力を入れた生徒指導をする。

・地域資源を活用して、よい学校
づくりをして欲しい。

・大変多忙でなかなか時間が作れ
ないという現状があるが、それを
いかに作っていくか、いかに工夫
するかということだと思われる。
勤務時間の適正化であるが、行
事や試みを一度精査して、スク
ラップアンドビルド方式で新しいこ
とをすると、何か１つ行事や試み
をやめる必要がある。行事はいい
ことだと多く実施すると教員が疲
弊し、むしろ生徒にいい影響はな
い。

・共同学習で、４名ほどの先生が
担当していたのを見学したが、授
業を３人または２人で行って、余っ
た１人または２人が他の仕事をす
ればもう少し余裕をもてるのでは
ないかと思った。工夫してワークを
シェアすれば、対応できる気がし
た。

・勤務時間の適正化は、職務を見
直す、働き方を見直す。仕事がな
いが、遅くまで職員がいる場合が
ある。効率よく仕事をする。多忙
感が変わってくる。

・自分の就きたい仕事がイメージできない、働きたくない
生徒に対する指導。

・職業体験週間中の、勤怠についてルールを明確化す
るよう、要望があった。（１，２年）

・家庭環境に課題のある生徒については、卒業後の就
労だけではなく、生活面もサポートする体制を在学中か
ら整えることが大切である。
・卒業生が増えていくので、アフターフォローの在り方を
検討する必要がある。
・ハローワーク、企業の方々とは、今後も強い協力関係
を持てるように、努力していきたい。
課題は、生徒に就職試験に合格できる実力をつけられ
るかどうかである。

・家庭と協力して、生徒を就職できるように育てていく。
・引き続き、入学前の説明会から本校の教育課程や就
労先を伝える。
・分掌部会でルールを設定した。（設定については各学
年会で意見を聞いた。）

・担任から、事情や要望を聞いて行く。また、自立支援
部と連携していく。

・特別支援学校の就職が一番大
変である。行政機関が企業に働き
かけ、就職しやすい環境を作る。
市には力がないので、県から国に
働きかけるべきである。

・生徒のアンケート調査の「私は
『働く』になる気持ちが強くなった
り、働く力が身についてきたりして
いる」の項目は、前半と後半が違
う内容のため、分けて、調査をし
た方が適切である。

・ホームページの更新頻度を上げる。担当者を増やす。
・今後、オープンスクール等では、案内表示の充実と要
所に教員が立つという方策を続けて取り、改善してい
く。

・来校者が多く来られることをプラスに受けとめ、誰にも
明るく挨拶できる生徒に育てる。

・「私の学習計画」や「個別移行支援計画」を作成するこ
とにより、本人、保護者と一緒に進路指導をすることが
できた。
・進路ワークショップを今年度は２回開催し、卒業後に
ついてだけでなく、コース選択から卒業までの進路の流
れについてよりイメージを持つことができた。また、保護
者への学習会では、進路先についての説明をする機会
が増やすことができた。
・卒業生のアフターフォローがあり、つまずいていること
や課題が分かることによって、在校生の取り組み方が
明確になった。（他１）
・不登校の生徒について、在学中から就業・生活支援セ
ンターと連携して支援することができた。
・ハローワークと強い協力関係が持てた。ハローワーク
のおかげで、多くの企業の方々を学校見学に連れてき
ていただいた。雇用条件のよい企業を開拓できた。企
業の方々と仲良くお付き合いをさせていただき、学校に
きていただいたり、雇用の面でご配慮いただけた。（他

・自分の卒業後の生活を希望あるものとして捉える精神
面をいかに育てるかが課題である。

・１年、２年においても見通しを持った生徒指導ができる
ようになる。
・相手の立場になれる生徒を育てる。

・学年会等での生徒の状況等の報告は、入力フォーム
を作って、資料として配付する。
・細かいところまで見るようにすると同時に各担当者に
も意識をしてもらう。

円滑な学校
運営

進路指導
進路指導体制
の充実

平成２８年度 県立阪神昆陽特別支援学校  学校評価

・通信を発行し、保護者に情報提供ができた。また通信
の羅針盤等をプリントとホームページで知らせることが
できた。
・台風や地震のときにホームページを通して知らせるこ
とができた。
・スクールiネットで保護者に必要な情報を提供すること
ができた。
・学校説明会やオープンスクール等多くの見学者が本
校の取組を知る、実際の活動の様子を見る機会として
計画的に実施することができた。
・オープンスクール等生徒、保護者が自分で見て回る方
法にしたことで、効率よく見学ができるようになった。教
員の負担も減った。
・本校で開催されたＵＳＪの会社説明会に、他校の保護
者も来校された。
・校外からの見学者への対応を行った。

・ホームページはあまり活用できていないと思う。ホーム
ページ作成は一部の人に負担が集中しないようにしな
ければならない。
・地震のときのホームページの更新は、自分の授業を
他の教員に任せて、更新作業をした。

・オープンスクール等は、さらに日時や内容を決めて、
効率よく実施することが課題である。
・オープンスクール等では、案内表示等、どの程度の量
が必要なのかがまだわからない。また、保護者によって
は、教員が案内した方がよいという意見もあった。

・常に来校者がおられる。

・グループウェアを活用し、高校と特別支援学校の教室
を予約できるようになった。ただ、全ての職員が利用で
きていない。

・水曜日のノー残業デーは、次第に残業する人が減っ
てきた。意識する教員が増えた。残業等をしない日があ
るのは教員も安心する。
・超過勤務時間については、減ったとは感じていない教
員もいる。

生徒指導体制
の充実

評価項目

各種会議等の
実施及び連携

生徒指導

・卒業後の生活について色々な場面で指導を続けてい
るが、なかなか意識できない生徒が多い。社会的ルー
ルやマナーについても同じ生徒が違反を繰り返している
のが現状である。（他２）
・卒業を感じる時期にきて、それぞれが意識を高く持て
るようになってきた。

・会議が長時間になる。
・主任として、この時期ならこの内容と気を配り、確認す
るようにしているが、抜け落ちていることもある。

・協議事項として十分な話し合いができた。
・会議により、共通理解が図れた。
・学年会の開催は原則設定通り、内容は例年のものを
見ながら各担当者に議題をあげてもらっている。

開かれた学
校づくり

保護者・地域
等への情報発
信等

勤務時間の
適正化

成果 課題実践目標
自己
評価

学
校
運
営

学校評議員制
度等の活用

領域 評価の観点

教育目標 
 
 １ 設置趣旨及び本県が目指すべき4つの人間像を踏まえた、生徒 
  一人一人の「生きる力」の育成 
  
 ２ 併設の阪神昆陽高等学校との交流及び共同学習の推進 
 
 ３ オープンスクールや清掃活動等を活用した地域に愛される学校 
  づくり 
 
 ４ 教職員の豊かな人間性や専門性、実践的指導力の向上 

学校経営方針 
 （１）阪神昆陽高等学校は、生徒の興味・関心や、多様な学習ニーズに応じて、主体的に学ぶことができる多部制単位制高等学校である。一方、阪神昆陽特別支援学校は、生徒の社会的・職業的自立 を支援するための、職業教育に重点を置く高等部の特別支援学校である。それぞれ

の学校が、それぞれの設置趣旨に従って、校訓「日常実践」のもと、一人一人の生徒の「生きる力」、すなわち「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育む。 

（２）両校は、同一敷地に設置されたメリットを最大限に生かして交流及び共同学習を推進し、ふれあいを通じた豊かな人間性を育むとともに、社会におけるノーマライゼーションの理念を進展する礎となる学校をめざす。また、両校の実践を県内のみならず全国へ発信する。 

（３）学校評議員制度や高校生ふるさと貢献活動事業、特別支援学校交流・体験チャレンジ事業などを活用して伊丹市池尻地区や尼崎市西昆陽地区など、学校周辺の地域と連携した教育活動を推進し、また、近隣の幼稚園、小学校との幼小高連携を通して、地域に開かれた、地域に

愛される学校をめざす。 
（４）「教育は人なり」という言葉があるように、両校の教職員は、教育の専門家としての使命感と高い倫理観を保持し、豊かな人間性の涵養に努める。また、専門性と実践的指導力の向上や、社会の変化に対応した教育観を培うことをめざして、研究と修養に努める。 



平均 4 3 2 1
改善策 学校関係者評価委員意見評価項目 成果 課題実践目標

自己
評価
領域 評価の観点

教職員の資
質向上

学習指導力及
び生徒指導力
の向上

14 公開授業等を実施し、学習指導力の向上を図る。 2.9 12.8% 68.1% 19.1% 0.0%

校内研修及び
校外研修の実
施

15
校内研修及び年次研修等を通じて、教職員全体の専門性の向上
を図る。

3.0 14.9% 74.5% 10.6% 0.0%

校外支援とし
ての教育相談
の充実

16
併設する高等学校のみならず、地域の小・中学校及び近隣の夜
間定時制高等学校等、幅広い教育相談を実施し、支援や助言を
機能的に行う。

3.0 13.0% 71.7% 13.0% 2.2%

ノーマライ
ゼーション教
育の推進

17
併設の高等学校の授業で講師として講演を行い、ノーマライゼー
ションの推進に取組む。

3.2 32.6% 58.7% 6.5% 2.2%

危機管理体
制の整備

危機管理意識
の向上

18
危機管理マニュアルの活用や研修会の実施により教職員が危機
管理意識の向上を図る。

3.2 25.5% 70.2% 4.3% 0.0%

・細かなところまでマニュアルにあり、安全対策ができて
いる。
・4月に全職員への周知のため研修を行った。
・けむり訓練、昼休みの避難訓練など新たなものに取り
組めた。
・３月に不審者対応訓練を予定している。

・マニュアルを読み込まないと分かりにくい。
・教職員への危機管理意識を向上させることが難しかっ
た。
・不審者への対応。

・マニュアルとは別に簡素化したものを提示する。
・もっと教職員向けの研修会を開催し、意識を高めるこ
とが望ましい。
・３月に研修を行うが、警察も巻き込んだ研修を行う。

PTA活動
保護者との連
携充実

19 主体的なＰＴＡ活動のため、保護者との連携を図る。 3.2 22.9% 70.8% 6.3% 0.0%

・PTA部会や懇談会等で保護者との連携を図った。
・ＰＴＡ活動が活発になってきた。

・ＰＴＡの方々は頑張ってくださっているが、より一層主
体的な取組。
・ＰＴＡが主体者になった運営。

・年数の蓄積と引き継ぎが大切である。
・保護者の主体性を引き出す。

基礎・基本
の定着と主
体的な学習
活動

個に応じた学
習指導の充実

20
生徒一人一人の障害の状態や発達の段階、特性を把握して、合
理的配慮の観点を踏まえ、個別の指導計画を作成し、個に応じた
指導を行う。

3.2 23.4% 70.2% 6.4% 0.0%

・個別の指導計画は作成しているが、個々の生徒に
合った具体的な指導は書きにくい。
・個々の生徒に成果が見られる。
・問題をかかえた生徒に十分すぎる程配慮していると思
う。
・全ての生徒に計画書等がきちんと配布できている。

・個別の指導計画の様式、合理的配慮する必要がある
場合の記入方法を検討する必要がある。
・合理的配慮の観点に関して共通理解はなっかたよう
に思う。
・書く人の主観が見られる。
・生徒の実態把握がまだまだ足りない。

・共通する基準があればよい。
・ゆっくりと作成できる時間の設定。

特色ある教
育課程の編
成

社会的自立を
めざした教育
課程

21
キャリア教育についての理解・推進を図るとともに、社会人として
主体的に生活を営むことができる力を育成するための教育課程
を編成する。

3.2 27.7% 68.1% 4.3% 0.0%
・年ごとに教育課程が見直され、完成されたものになっ
ている。

・担当者が変わっても指導が継続できるようにする。 ・教材を体系化し、教科書のようなものを作る。

総合的な学
習の時間

創意工夫を生
かした取組

22 生徒の実態を踏まえた課題を設定し、計画的に取組む。 3.1 21.3% 72.3% 6.4% 0.0%

・チャレンジタイムが導入された。
・たくさんの経験を生徒にさせることができている。

・生徒の実態把握がまだまだ足りない。
・集中力が持たない。
・調べ学習、発表準備の時、入力するパソコンが少な
い。

・計画書を提出させ、中間発表を行う。

両校の共同体
制の構築

23
交流及び共同学習に係る委員会等を実施し、両校職員の共通理
解を図る。

2.8 10.6% 63.8% 23.4% 2.1%

共同の学びの
拡充

24
両校生徒が共に学ぶ教科・科目や学習形態等について、研究等
を進めながら、その拡充を図る。

2.7 8.5% 59.6% 29.8% 2.1%

共同の学校行
事の拡充

25
校内で実施する行事だけでなく、芸術鑑賞会等、校外で実施する
行事についても、両校共同で行うよう取組を推進する。

3.2 27.1% 62.5% 10.4% 0.0%

両校生徒によ
る部活動の実
施

26
同じ部活動において、両校生徒が、ともに練習等に取組み、交流
や相互理解を深める。

3.1 33.3% 50.0% 14.6% 2.1%

人権教育
自己実現と共
生をめざす人
権教育の推進

27
人権学習を通じ、共生社会の実現に向け、男女の平等や異なる
価値観に対する相互理解を図る。

3.2 22.9% 75.0% 2.1% 0.0%

・デートＤＶやＬＧＢＴなど、今注目されているテーマの学
習を行うことができた。（他１）
・今年度の人権学習は内容がよかった。
・人権意識がめばえてきている。
・ノーマライゼーションで異なる価値観に対する勉強を
することができた。

・人権問題の学習の幅が広い。
・自分の問題であるという意識はまだ低い。

・普段の授業から時事的な人権問題に入れる。
・職員全員参加での人権ＨＲをする。

防災教育
防災学習及び
防災訓練の充
実

28
体験的な防災学習を含め、様々なケースを想定した防災学習や
防災訓練を実施する。

3.4 41.7% 58.3% 0.0% 0.0%

・単独での訓練も増え、煙脱出体験や昼休み中の訓練
等より様々な場面での避難訓練を行うことができた。
（他４）
・被災教員の話を聞けることは貴重な機会である。
・生徒に防災意識が身についている。

・さらに、不測の事態など、多様な状況下で訓練を実施
する必要がある。
・訓練や全体学習の時だけで終わらせない。

・地震下の火災発生や多くの怪我人が出たという想定
時の訓練を行う。
・放送ができない時の訓練をする。
・震災体験を語り続ける。

・高校への支援内容の充実（個別の教育支援計画の書
き方や具体的な支援の方法、事例研修を通しての生徒
の理解）
・実践で得た事例を他の職員と共有していくこと。

・ノーマライゼーションについては例年の流れができあ
がりつつあるが、講演の内容等の見直しが必要であ
る。

・今年度の取組をベースに考える。対処法だけでなく、
特別支援教育の進めていくことのメリットを紹介してい
く。
・事例を定期的に配布し、学習会を開く。

・ノーマライゼーションのテキスト作りや教材の工夫。

・公開授業については、もう少し期間を延ばすなど対応
が必要と思われた。実際に行く時間がとれなかった。

・テーマを決めてきちっと研修すればもっとよい。
・新転任者研修が少ない。
・日常業務が忙しく校外への研修に行きにくい。

・初任者だけでなく、定期的に研究授業などがあれば良
いと思う。
・校内研修をもっと増やしていく。

・高校に合わせた部活動の時間に設定し、機会がある
時に練習している。（陸上部）
・競技力の向上が意識の変化につながった。
・部活動で、違う部を担当しているが、生徒が同じ立場
で活動することで、高校の生徒から挨拶されるように
なった。
・共同で部活動を行うことで、生徒の活動の世界が広
がった。
・美術部では、高校と別の時間で開催しているので、交
流はないが、互いの作品を見合うことはあった。
・毎年よいものになってきている。

・共同の委員会を開催しているが、単に現状報告会に
なったり、共同のそれぞれのタイプについての認識や考
えが違い、個人的な意見に流れたりしているように感じ
る。
・特に特支の出席率も悪く（授業でしかたがない）になっ
ているところがある。
・共同に対する教員のモチベーションが低い。
・タイプＢで同じ教科を抜けることになってしまう。
・生活体験発表会での両校の打合せがあまりできなく、
情報共有ができていなかった部分があった。
・生徒は、高校生に対してのマイナスのイメージが強く
残っていると思う。
・一緒に活動したいが時間があわない。（他１）
・種目によるが、全てが交流するのは難しい。

・タイプＡ～Ｄの目的を明確にしないと会議をしても評価
がぶれる。年度当初に勘違いがないように確認をする
（管理職も含む）。
・交流そのものの難しさはあるが、交流とは何か、何を
目指しているいるのかを再確認する必要がある。
・校内でざっくばらんに話せる機会。少人数でのお茶会
などを通じて相互理解を図る。

・打合せ等の日程を決め、内容の共通理解を図る。

・１６：３０からの部活動で十分に交流していない部につ
いては、１５：４０からにしてもよいかと思う。定時退勤日
や勤務時間との兼ね合い。
・月または週に数回（１、２回）高校の部室と同室で活動
する。

・教育相談の依頼があった場合は、コーディネーターが
協力して相談の対応をすることができた。
・コーディネーター中心に多くの学校の支援ができた。

・ノーマライゼーションの講師として計画通り講演や対
人援助の授業を行うことができた。

特別支援学
校のセン

ター的機能
の充実

・公開授業週間の実施は、とてもよいことである。

・他の先生の研修の報告を聞き、クラスの生徒にもあて
はまることもあり、とてもよかった。生徒指導にも生かせ
ると感じられた。
・校内研修が充実している。

・指導の姿勢として、教師の向上
心が必要である。生徒を幸福にす
るためには、教師の成長しかな
い。

・公開授業の期間を延ばすと指導
案の作成など負担が多くなるの
で、指導案などは作らないが、授
業を見学できる週間を多くすると、
通常の授業を見て、お互いが勉
強になるのではないか。

阪神昆陽高
等学校との
交流及び共
同学習

課
題
教
育

・高等学校との共同学習や共同の
学びは、阪神昆陽の目玉であり、
重点的に力を入れてもらいたい。
他のところでは実施していない、
パイオニアのため、大変であるこ
とは想像できるが、踏ん張ってい
ただきたい。

・外から見ると、強みは２つの学校
が同じ敷地にあること。両校が交
流する意義がどこにあるかを確認
する時期にきている。両校でこれ
を目指して頑張ろうという強みが
発揮できる活動になる。

・交流及び共同学習を実施する目
的を教員間で再確認する必要が
ある。

・どれくらい安心と安全が提供でき
ているのかを確認する必要があ
る。

教
育
課
程

学
校
運
営


